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令和８年６月 11日  

 

件 名  岩国基地関連特別要望について（事後）（第２報） 

（変更点にアンダーラインを引いています。） 

 

概 要  このことについて、昨日（10日）、本日（11日）、市長等が国への岩国基地関

連特別要望等を行いましたので、概要を下記のとおりお知らせします。 

記 

１ 防衛省への要望結果 

(1) 日   時 令和８年６月 10日（水）17時 20分～17時 40分 

(2) 場  所 衆議院第１議員会館 

(3) 相 手 方 防 衛 大 臣        小泉 進次郎（こいずみ しんじろう） 

(4) 要 望 者 岩 国 市 長        福田 良彦（ふくだ よしひこ） 

        岩国市議会議長        片岡 勝則（かたおか かつのり） 

岩国基地問題議員連盟連絡協議会副代表  桑原 敏幸（くわはら としゆき） 

岩国商工会議所会頭      豊島 貴子（とよしま たかこ） 

       山 口 県 知 事        村岡 嗣政（むらおか つぐまさ） 

       山口県議会議長        柳居 俊学（やない しゅんがく） 

        岩国基地問題議員連盟連絡協議会代表  槙本 利光（まきもと としみつ） 

 

(5) 福田市長からの要望内容【概要】 

〇 まず、小泉大臣から以前説明のあった硫黄島の給油施設については、自衛隊をはじ

め、防衛省の皆様の懸命な作業の中で、この５月は硫黄島においてＦＣＬＰが実施さ

れた。ご尽力に敬意申し上げる。 

〇 しかしながら、今回も岩国基地が予備指定されたことは、大変残念な思いである。 

〇 二度と岩国基地において、ＦＣＬＰが実施されることがないよう強く要請する。 

〇 あわせて、馬毛島でのＦＣＬＰの恒久的な施設については、早急に施設整備を求め

る。 

 

(6) 要望に対する回答【概要】 

【令和７年９月のＦＣＬＰの岩国基地での実施、及び今後の国の対応及びＦＣＬＰの

予備施設指定除外について】 

○ 本年５月のＦＣＬＰは硫黄島において実施されたところであるが、防衛省として 

は、岩国飛行場周辺における騒音軽減は重要な課題であるとの認識のもと、地元の 

皆様の負担が軽減されるよう、恒久的な施設が完成するまでの間は、ＦＣＬＰを硫 

黄島で着実に実施するよう、引き続きアメリカ側へ求めてまいる。 
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【馬毛島における施設整備の促進について】 

○ 現在、陸上では、建築物の本体工事や滑走路の舗装工事等を進めているところで 

あり、海上では、係留施設の本体工事等を行っている。 

○ 昨年 12月には管制塔が完成し、本年３月には通信局舎が完成するなど、着実に工 

事を進めているところである。 

〇 馬毛島の事業全体の完了は令和 12年３月末となる見込みであるが、早期の運用開 

始を目指し、最低限必要となる施設については、先行して完成させる考えである。 

 

 

２ 外務省への要望結果 

(1) 日   時 令和８年６月 11日（木）15時 30分～15時 45分 

(2) 場  所 外 務 省 

(3) 相 手 方 外務副大臣   堀井 巌（ほりい いわお） 

(4) 要 望 者 上記１の要望者と同じ 

(5) 福田市長からの要望内容【概要】 

○ 岩国市は、国の外交・防衛政策に理解と協力をしながら取り組みを進めている。 

○ まずは、沖縄の負担軽減として、当時の安倍政権下で普天間基地のＫＣ－１３０部

隊を受け入れている。 

○ また、平成 30 年には空母艦載機の移駐で、厚木基地から約 60 機の戦闘機部隊が

岩国に移駐し、約 120機の米軍の航空機と自衛隊機約 35機が配備され、極東最大級

の基地となっている。 

○ 昨年、ＦＣＬＰが岩国で行われたが、国のご尽力により、今年は硫黄島で実施され

た。 

○ 今後、岩国でＦＣＬＰを実施しないよう、改めて要請するとともに、馬毛島におけ

る施設の早期完成を望んでいる。 

○ また、地域振興等も含めて、県交付金についても、継続を強く要望する。 

 

(6) 要望に対する回答【概要】 

〇 ＦＣＬＰは、我が国の防衛や地域における米国の抑止力・対処力の強化のため、重

要な訓練であると認識しており、地域の皆様の御理解が不可欠。 

〇 岩国市の皆様を始め、既に皆様には大変な御負担をおかけしている中、昨年９月

は、硫黄島の噴火という特殊な状況の下で、米側にとっても苦渋の決断として岩国飛

行場で実施せざるをえない事情があったと承知している。 

〇 岩国飛行場周辺における騒音軽減は重要な課題であると認識している。地元の皆

様への影響が最小限となるよう、外務省としても、防衛省と緊密に連携し、今後もＦ

ＣＬＰを硫黄島で着実に実施するよう引き続き米側に求めていく。 

 

 

 

 



３ 首相官邸への表敬訪問 

(1) 日   時 令和８年６月 11日（木）10時 15分 

(2) 場  所 首 相 官 邸 

(3) 相 手 方 内閣総理大臣               高市 早苗（たかいち さなえ） 

(4) 表 敬 者 岩 国 市 長        福田 良彦（ふくだ よしひこ） 

        岩国市議会議長        片岡 勝則（かたおか かつのり） 

岩国基地問題議員連盟連絡協議会副代表  桑原 敏幸（くわはら としゆき） 

       山 口 県 知 事        村岡 嗣政（むらおか つぐまさ） 

       山口県議会議長        柳居 俊学（やない しゅんがく） 

        岩国基地問題議員連盟連絡協議会代表  槙本 利光（まきもと としみつ） 

 

               

担当  

岩国市総合政策部基地政策課   TEL 0827-29-5024  FAX 0827-21-3572 

岩国市議会事務局庶務課   TEL 0827-29-5190  FAX 0827-21-1001 


